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研究成果の概要（和文）： 英語、日本語、ドイツ語、フランス語、朝鮮語、オランダ語など、

様々な個別言語に見られる時制とその関連現象を分析して、時間の認識や表現に関して人間言

語が共有している普遍的特徴と原理を解明した。そして、理論的には、研究分担者の一人であ

る和田尚明の開拓した合成的時制理論(compositional tense theory)が、様々な時制関連現象

の説明に極めて有用であることを明らかにした。 

 

研究成果の概要（英文）： Through the analyses of tense systems and tense-related phenomena 
in various languages such as English, Japanese, German, French, Korean and Dutch, we have 
clarified some universal characteristics and principles concerning the recognition and 
expressions of time in human language. Moreover, we have demonstrated that the 
compositional theory of tense proposed by Naoaki Wada, one of our co-researchers, is very 
useful and appropriate for the explanation of diverse tense-related phenomena. 
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１．研究開始当初の背景 

山口大学には、時制やアスペクトやモダリ
ティ関係の研究を中心に行っている研究者
が多く、また、その理論的背景が多彩であっ
たので、統一テーマの下で共同研究を行えば
大きな成果が得られることが期待できた。山
口大学の英語学（言語学）の教員は、古くか
ら「山口大学英語学研究会」を毎週開いてき
たが、特に平成 12 年度からは「時制とその
周辺」というテーマを掲げて、研究発表･情

報交換を行ってきた。また、平成 15 年度か
らは、一貫して時制理論の開発を行ってきた
筑波大学の和田尚明氏を研究分担者に加え、
定期的に時制理論研究会・報告会を開いてき
た。さらに、我が研究グループは、平成 16
年度からは山口大学第Ⅰ期研究推進体の認
定を受け、また、平成 17 年度からは山口大
学時間学研究所の理論的時間研究を担うグ
ループの一つに認定され、時制に関する研究
を推進する体制を着実に整えてきた。 
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２．研究の目的 
 本研究では「自然言語はどのようなメカニ
ズムで時制現象を文法原理に組み込んでい
るのか」という問題について考察する。この
問題に取り組むに際し、和田の合成的時制理
論を研究の支柱とする。この理論は従来の時
制理論が抱えていた問題点を克服した最新
の有望な理論である。そして、和田理論の妥
当性の検証を次の三つの観点から行う。(i)
比較言語論からの検証： 和田理論では十分
に分析されていない言語（例えばフランス語
や朝鮮語）も含めて、様々な個別言語に特有
の時制（関連）現象を調べる。(ii)時制関連
現象からの検証： アスペクトやモダリティ
といった時制に関連する現象を、和田理論に
おける仮説を拡張・修正することで説明でき
るかどうかという可能性を探る。(iii)理論
的観点からの検証： 和田理論における仮説
が、どのように他の文法理論（例えば、形式
意味論、認知意味論、生成統語論、拡散形態
論など）の原理･原則と関連しているのかに
ついて考察する。 
 
 
３．研究の方法 
研究分担者それぞれの得意分野に応じて

研究の役割分担を決める。そして、分担者に
よる個別研究については、従来通り毎週 1 回
の研究会を継続して、順に研究発表を義務付
ける。また、理論的中核者である和田に山口
に滞在していただき、講演や集中的な議論の
機会を持つ。さらに、様々な学会での研究成
果の発表を積極的に行う。 
 
 
４．研究成果 
 研究分担者ごとに主な研究成果をまとめ
ると以下のようになる。 
 
(1)時制理論開発担当の和田尚明は、 
①英語と同じく人称・数・法と一体化した時
制屈折辞を持つ西欧諸語の時制現象の相
違を「公的自己中心性」という程度概念の
違いから説明した。 

②時制解釈の主体としての話者を中心にし
た包括的時制モデルでもって、特に知覚動
詞補部における日英語の時制現象の比較
分析を行った。 

③英語の be going to と現在進行形の共通
点・相違点を、自身の提案する時制理論と
文法化の観点から体系的に説明した。 

④英語の過去形が表す時間値が複数である
という事実の説明や、英語とオランダ語の
現在完了形が異なる意味範囲を持つ理由
の解明や、will-文の時制解釈メカニズム
の分析など、多方面から自身の時制理論の
妥当性を証明していった。 

 
(2)総称文・進行形の研究担当の岩部浩三は、 
①総称文には潜在的な法助動詞が含まれて

いるという仮定を立てて、そのことから説
明が可能になる事象を洗い出した。そして、
過去形の総称文には規則読みが不可能で
あることや、不定単数形を主語に持つ過去
時制の文は総称文になれないことなどの
説明を試みた。 

②様々なタイプの総称文の読みの可能性に
ついて、特に数量化という視点から統一的
な説明を試みた。 

 
(3)朝鮮語の時制・アスペクト研究担当の和
田学は、 
①朝鮮語の語彙的受動文の様々な変種が、項

構造の違いに応じて 2種類に単純化できる
ことを主張した。また、受動文の変種は格
形式の他にアスペクトにおいても違う可
能性があることを示唆した。 

②朝鮮語の軽動詞構文を対象に、文法性の判
断に統計的手法を導入した研究を進めた。 

 
(4)フランス語の時制研究担当の武本雅嗣は、 
①英語の現在分詞構文とフランス語の現在

分詞構文およびジェロンディフ構文の機
能と意味について考察し、現在分詞が手段
よりも原因を表しやすいのは主節への従
属性が低いからで、ジェロンディフが原因
よりも手段を表しやすいのは主節への従
属性が高いからである、という結論を得た。 

②主としてフランス語とドイツ語の虚構移
動表現における移動動詞の使用の可否に
ついて論じた。そして、物理的移動には外
的世界で時間が関わっているのに対して、
虚構移動には心的レベルでのスキャニン
グの際に時間が関与することを明らかに
した。 

③英語とフランス語の間の、並立的・同時的
な事態を表す形式の相違について分析を
行い、コピュラ動詞と非定形動詞の結合に
よる継続相・進行相の文法化の多様性を指
摘した。 

 
(5)時制・アスペクトの文献学的研究担当の
松谷緑は、 
①特に英語の進行形に着目し、その成立の背

景を踏まえて、動詞との共起関係における
機能の多様性を考察した。さらに、モダリ
ティ部門との関連において、will, must と
be –ing形式の共起実態を調査した。 

②英語の時制について、18世紀から現在に至
る通時的変化が引き起こす現象に注目す
る一方で、近代後期の英語小説の語りの技
法に動詞形式が果たす役割の解明を行っ
た。 

 



 

 

(6)英語とフランス語の仮定法の時制研究担
当の Nathaniel Edwards は、 
①英語の仮定法の起源を、時を限らないドイ
ツ語の過去形と現在形の進化に結び付け
る提案を行った。 

②英独仏語の熟語表現のうち時間関係を含
むものを分析して、英語の場合には「動き」
に関連する熟語が多くても、独仏語の場合
には「宗教や死」につながるものが多いな
どの傾向を捉えた。 

③フランス語の文学的な仮定法過去を検討
し、それらが徐々に使われなくなる傾向に
あることを明らかにした。また、言語の変
化に時間が与える影響について考察し、文
法化がどのように進むのかを分析した。 

④時制の歴史的な発展をより深く理解する
ため、多種文化の時間に対しての認識など
の比較を行った。また、時間に関する哲学
的論文を参照しながら、仮定法に関する新
しい分析方法を提案した。 

 
(7)総括、および、時制要素の形態的・音声
的具現化システムの理論化担当の太田聡は、 
①これらの研究をまとめるとともに、種々の
分析結果を合成的時制理論でどのように
捉え直すことができるかを検討した。 

②英語の屈折変化の規則的なものと不規則
なものを生み出す二重メカニズムのモデ
ルが、派生語の生成モデルとしても有効で
あることを論じた。 

③英語や日本語などの過去形がなぜ丁寧さ
を表すことができるのかを、和田理論を援
用しながら、解明した。 

 
今後、この共同研究プロジェクトをさらに

発展させることで、個別の理論的枠組みにと
らわれない普遍的な時制理論を構築できる
はずである。さらには、山口大学全体として
進行中の学際的な時間学研究を促進させ、哲
学や生物学など他の分野の研究者との交
流・協力によって、新たな学問分野の創出と
いう学問的貢献も可能になると思われる。 
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